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平成２９年度 第２回市民と市長の座談会 

会  議  報  告 

 

事務局 企画財政部広報秘書課広聴係 

開催日時 平成２９年５月２５日（木）午後７時００分～８時５０分 

開催場所 前原町西之台会館 

参 加 者 男性 ４名  女性 ２名   計 ６名 

会議次第 

  
 １ 開    会   

  ２ 市長あいさつ  

  ３ 懇    談 

   ⑴ 市政報告 

   ⑵ 意見交換   

  ４ 閉    会   
 

主な意見 

 
  ・ 市議会議員選挙の投票率及び開票作業 

・ ごみ問題 

・ 北朝鮮からのミサイル発射に対する市の対策 

・ 市民と市長の座談会における手話通訳 

・ イベントカレンダーの活用 

・ 市の予算の内訳 

・ 福祉会館の撤去計画 

・ 高齢者対策 

・ 国民健康保険 

・ ごみのリサイクル 

・ ＰＤＣＡの確立  
    

懇談内容   別紙のとおり 

そ の 他   手話通訳者 ２名   保育士 ２名 
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平成２９年度 第２回市民と市長の座談会（懇談内容） 

 

 

１ 開  会 

 

 ○司会者 

  皆様、こんばんは。本日はご参加いただきましてまことにありがとうございます。

私は、本日の司会進行を務めさせていただきます、広報秘書課長の天野と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

  この座談会は、昨年度から開始したもので、毎年５月と１１月に年２回から４回

程度、定期的に開催するものでございます。本日は、今年度の第２回目の開催とな

ります。市民の皆様からの率直なご意見を伺い、市政に反映させたいという思いか

ら、特にテーマは設定せず、フリートークというかたちで開催させていただきます。 

  本日の進行についてでございますが、このあと、市長の西岡より皆様へごあいさ

つをさせていただき、その後、懇談となりますが、皆様との意見交換の前に、市長

のほうから、市政を運営していくにあたっての方針やこれまでの状況についての報

告等をさせていただきます。市政報告後、皆様からの自由なご意見を伺いまして、

それぞれ市長が回答するというかたちで進めていきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

  ここで、３点ご了承いただきたいと存じます。１点目、本日は、議事録作成のた

め録音をさせていただきます。２点目、ホームページ掲載用に写真を撮らせていた

だきます。後から撮りますので、皆様の顔が写ることはないかと思いますが、それ

でも写真を撮られては困るという方はいらっしゃいますでしょうか。よろしいでし

ょうか。 

  本日の終了時刻は午後 9時までとなってございます。会場を撤収する都合上、終

了後につきましては、速やかにご退場いただきますようご協力をお願いいたします。 

  それでは、次第に従いまして進めさせていただきます。はじめに、市長の西岡よ

りごあいさつ申し上げます。 
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２ 市長あいさつ 

 

 ○西岡市長 

  こんばんは。ご紹介いただきました、市長の西岡真一郎でございます。 

  本日は今年度２回目となります市民と市長の座談会にお越しをいただきまして、

誠にありがとうございます。 

 

私が市長に就任させていただいてからですね、１年と半年が経過したところでご

ざいます。就任以来これまで、新庁舎建設、（仮称）新福祉会館の建設、清掃関連

施設の整備、待機児童解消対策等、様々な課題に取り組んでまいりましたが、平成

２９年度は、これら小金井市が抱える諸課題を解決するための、極めて重要な１年

であると位置づけております。 

本日は、これまでの取組みに対するご意見、今後の進め方についてのご要望、な

どなど、みなさんから忌憚のないご意見をたくさんいただきまして、今後の市政運

営の参考にしたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

西岡市政の基本は“対話”であります。市民の皆様との対話、議会の皆様との対

話、職員の皆様との対話、それらを大切にして市政を運営しております。また、こ

の間、若者との対話、職員との職場協議、町会・自治会の役員の皆様方との初めて

のブロック別の開催。また、三師会や各種団体、福祉関係の団体、たくさんの方々

との意見交換、対話。また、市民の方々からもご面会のご要望が多数寄せられてお

りまして、精一杯お応えをしているところでございます。また今年度からは、初め

て、子ども達との対話にも取り組ませていただきます。公立小学校９校、中学校５

校ありますけれども、数ヶ月に一度、学校に行きまして子ども達と一緒に給食を食

べながら、子ども達の声も聞かせていただきたい。６月にはですね、たしか二小を

かわきりに、１４校回らせていただきたいと思います。 

本日も皆様との対話を通して、たくさんのご意見をいただき、それを今後の市政

運営にしっかりと反映させていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいた

します。また、この対話集会、市民と市長の座談会１回目を開催したときには、保

護者の方から、子どもがいる人はなかなか来れないですから、保育士さんをちゃん
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とつけてくださいというご要望がありまして、今日も、前回もそうでしたけれども、

お子様連れの方も参加できるように、保育士さんには、二人待機していただいてお

ります。 

それでは、今日一日、限られた時間ですけれども、よろしくお願いいたします。 

 

○司会者 

続きまして、懇談に移らせていただきます。 

はじめに、市長から市政報告をさせていただきます。 

 

○西岡市長 

  それでは、座ったまま失礼をいたします。 

  まず、資料といたしましては、皆様方に施政方針、平成２９年の施政方針をお配

りしてございます。基本的に、今日はこの施政方針に則って、小金井市政の全体の

お話をさせていただきます。 

  続きまして、行財政改革プラン２０２０．これは策定したばかりでございます。

市長に就任させていただいてから、１年と数ヶ月、このプラン作りにかなり力を入

れてまいりました。こちらはですね、今日は詳細なご説明はできないかもしれませ

んけれども、ぜひ、お目をとおしていただければというふうに考えております。 

  なお受付のところでは、さまざまな資料をご用意いたしております。すでにお持

ちの方もいらっしゃると思います。お持ちでない方は、帰りに手にとっていただけ

れば幸いですが、小金井市の広報秘書課で作成したばかりの「小金井市はこんなと

ころです」というＰＲ、小金井市のパンフレットです。それから「小金井の坂」と

いう遊歩道マップ。小金井は坂のあるまちです。このマップもご活用ください。昨

年の５月からジェイコムという番組で「長っと散歩」という、私がレポーター役を

務めながらまちの魅力、人、文化、歴史、産業、商工業、たくさんの魅力を発信す

るための番組を作っております。今ちょうど、放映中でありますけれども、ぜひジ

ェイコムを見られる方はですね、この番組を見ていただいて、市内外の方々に、小

金井の魅力を伝えていただければと考えております。それから「勇気と希望がわい

てくる魔法の言葉集」という資料をお配りさせていただいております。これは小金
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井市の教育委員会が作成しているものでありまして、大変、保護者の方、子ども達、

メディアなど、好評でございます。これは、子ども達が、落ち込んだり、悩んだり、

苦しいときに、保護者、先生、友達、きょうだい、そういった方々から、こういう

言葉をかけてもらって、元気が出た、立ち直った、そういう言葉を一度集めて配っ

てみようということで取り組みました。そして、子ども達にとっても、元気の出る

言葉がたくさんありますが、言霊という言葉がありますけれども、言葉には本当に

魂がありまして、本当にいい言葉には、人を立ち直らせる力があると思っておりま

す。大人が読んでも、とても感動するメッセージがたくさんありますので、ぜひご

参考にしていただければと思っております。 

  それでは、引き続き、私のほうから市政報告をさせていただきたいと思います。 

まず、本市の最重要課題であります、可燃ごみの処理につきましては、引き続き

多摩地域各団体のご支援をいただき、滞りなく処理することができています。日野

市、国分寺市との共同処理につきましても、３市で構成する浅川清流環境組合にお

きまして、平成３２年の４月からの新施設の本格稼動へ向けて、順調に準備が進め

られております。また、３１年の１０月の試験運転開始ということも目標になって

おります。本日お集まりの皆様におかれましても、ご支援をいただいている多摩地

域の各団体及び新施設建設予定地である日野市の施設周辺にお住まいの皆様並び

に関係者の皆様への感謝の気持ちを忘れないでいただき、引き続き、ごみの減量及

びリサイクルの推進にご協力くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

  私は、今年の１月２６日、平成２９年第１回市議会定例会におきまして、施政方

針を述べさせていただきました。今日はこの、お手元にお配りしております施政方

針を、ページをめくりながら市政全体、そして特にお伝えしたい取組みなどにつき

まして、ご報告をさせていただきます。この中で、平成２９年度の取組みを、七つ

の基本政策に沿って申し上げております。一つ目は「子育て環境日本一の小金井」、

二つ目は「健‘幸’長寿・ささえ愛の小金井」、三つ目は「歩いて楽しいにぎわう

まち小金井」、四つ目は「地域がいのちを守るまち小金井」、五つ目は「湧き水と緑・

桜を守るまち小金井」、六つ目は「スポーツ・文化都市小金井」、七つ目は「新しい

自治体経営に挑む小金井」です。これら七つの基本政策のもと、私はいつも大切に

している三つのスローガン、誇りの持てる小金井、住み続けたいと願われる小金井、
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市民力・地域力が活かされるまち小金井を作り上げるために、今年度も一生懸命、

頑張って取り組んでまいります。 

  それでは、時間も限られておりますので、４０分くらいで私の、３０分か４０分

くらいで私からのご報告をさせていただき、市政報告をさせていただいて、極力、

残された時間はすべて質疑応答に活用させていただきたいと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

  それでは、市政方針をですね、まず１ページ目からお開きいただきたいと思って

おります。まず、ここに書いてございますのは、小金井市の最重要課題であります、

ごみ問題について、方針や現状についてお示しをさせていただいております。平成

３２年の４月の稼動をめざしまして、今、順調に建設工事に向けたさまざまな取組

みを行っております。昨年末には、ＤＢＯ。設計、建設、運営を一括して担ってい

ただける事業者の入札も終えました。今年の秋くらいから本格的な工事を始めさせ

ていただく準備を進めてございます。しかしながら、平成２９年度、平成３０年度、

平成３１年度のこの３年間は、引き続き、小金井の市民の方々の、また事業者の方々

の可燃ごみは、多摩地域の各自治体の、そして組合の方々のご支援をいただかなけ

ればいけない状況です。また、平成２９年度からは、これまでの枠組みが変わりま

して、第２ブロックというですね、広域支援の一定のルールがございますけれども、

第２ブロックの中での可燃ごみの支援をいただけております。多摩川衛生組合、国

分寺市、これは従来どおり継続です。そして新たに、三鷹と調布で構成するふじみ

衛生組合、そして新たに、東久留米市、西東京市、清瀬市で構成される柳泉園組合、

４団体の方々に１３６００トンの可燃ごみの処理のご支援をいただいております。

大変感謝をいたしております。したがいまして、各自治体の皆様方には、小金井の

可燃ごみのご協力をいただき、塵芥車もその自治体の中を通らせていただいており

ます。途中通過する自治体もございます。これからも、このごみの減量というもの

に関しましては、本当に市民の皆様方のご理解、ご協力によりまして、大変大きな

成果をあげておりますが、残された３年間を、また、浅川が稼動したとしても、こ

の可燃ごみの減量政策には、しっかり取り組んでまいりたいと思っております。 

  なお、平成１９年度から二枚橋衛生組合が稼動を停止し、もう、１０年目を迎え

ました。長い間ご支援をいただいております。しかし、この間の市民の方々のご努
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力によりまして、小金井市は人口１０万人から５０万人未満の自治体の中では、一

人当たりの、市民の方々の、お出しになるごみの量が一番少ない、そしてリサイク

ル率も４９．７％。これは平成２６年度の数字ですけれども。一番リサイクル率も

進んでいるという。大変、市民の方々のご努力によりまして、そのような資源循環

型をめざした成果をあげていただいております。最近、小金井市のリサイクル率も

５０％を超えたという報告を職員から聞いております。また、市民の方々だけでは

なくて、小金井では、大型スーパーを含めた事業者の方々にも、そのお店から販売

された、さまざまな生活に関係する、いわゆるごみと呼ばれるもの、資源循環でき

るリサイクル製品、こういったものを自主回収していただいております。この取組

みは大変成果をあげてございまして、今年度につきましても、１店舗でも、２店舗

でも多く、事業者の方々にリサイクル推進協力店として、ご協力いただけるように。

市民の減量推進委員の方々のご努力にも大変感謝をいたしております。がんばって

まいりたいと思っております。 

  続きまして、２ページ目、３ページ目のほうに入っていきたいと思います。２ペ

ージ目、３ページ目には、私がめざす大きな基本方針について、書かせていただい

ております。特に、「２ 平成２９年度予算の概要と市政運営の基本理念」という

ところに関しましては、一般会計、特別会計を含めまして、平成２９年度は６４２

億７０８０万２千円の予算を編成させていただき、去る３月に開催されました、小

金井市議会第１回定例会におきまして、予算案、人事案、各種条例案、すべての議

案を原案どおり、市議会の皆様方にご議決をいただけることができました。大変感

謝をいたしております。今後はこの予算の適切な執行。そしてこの予算の中には、

たくさんの施策が盛り込まれておりますので、この施策をしっかりと計画どおり進

めてまいりたいと、このように思っております。また、２ページ目の下のほうでは

ですね、市民と行政が共有するグランドデザイン作りに取り組むということで、ま

ず、市長に就任して１年目。そして２年目を迎えるにあたりましては、この間の対

話というものを積み重ねていきたいというふうに思っております。 

  そして３ページ目のところでは、真の行財政改革の取組みを大変重要視している

ことを表明させていただきました。小金井市の財政状況は、非常に厳しい財政状況

であることに変わりはありません。また、社会保障を中心に、高齢者対策、障がい
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者対策、そして待機児対策を含めた子育て支援対策など、毎年毎年、かなりの規模

の財源が、歳出規模が増えてまいります。平成２８年度から２９年度にかけまして

も、扶助費だけで１１億円の予算が増えました。うち、児童福祉費は７億円。保育

園に関係する予算は５億円の予算増であります。この傾向は、しばらく続くと思っ

ております。そういう状況の中で、歳入をいかに増やしていけるのか、そして歳出

を、どのように工夫しながら見直していけるのか。これが非常に重要だと思ってお

ります。常々私は、職員の方々とお話をするときには、一人ひとりにおいても、継

続すべき仕事、見直すべき仕事、やめるべき事業、新たに取り組むべき事業、この

四つの指標を持って、仕分け意識を持って、たとえ一人であっても、チームであっ

ても、係であっても、課であっても、そういう意識を持って、がんばって取り組ん

でいただきたいと申し上げております。なお、行財政改革というのは、財政再建に

関することだけではなくて、行政の質を高めていくということも、とても大切です。

職員の方々の政策立案能力、市民の方々とのコミュニケーション。特に私はコミュ

ニケーション能力やコラボレーション、こういったことがとても大切だと思ってお

ります。また、行政も民間活力、民間の知恵、創意工夫、こういったものをどんど

ん取り入れていく必要があると思っております。私は今回、小金井の市政では、平

成２９年度から、初めて民間企業との人事交流を二つ始めさせていただきました。

一つは、社会福祉協議会の方々との人事交流です。社協から市の福祉部におこしい

ただき、市の職員が社協に行って、限られた年数を仕事させていただく人事交流で

す。そして、もう一つは、民間の金融機関との人事交流を初めてスタートさせてい

ただきました。小金井市から２年間、これは信用金庫でありますけれども、出向さ

せていただきます。そして、金融機関からは、１年交代で、職員の方を派遣してい

ただいております。今、その方は、小金井市の企画政策課で仕事していただいてお

ります。そして小金井市から出向している者は、価値創造本部、今、名称が変わり

まして、地域連携本部でありますけれども、非常に、多摩地域の活性化のために、

まちおこしや、人づくりなどに、取り組んで、金融機関のとても、私としてはおお

いに期待のできる部署で仕事をさせていただいております。これが１０年経てば５

人帰ってくることになります。今、すぐに成果が出るわけではないかもしれません

が、しかし、５年先１０年先を見据えて、この民間企業との初めての人事交流は、
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おおいに取り組んでまいりたいと、このように考えております。 

  そして、３ページ目の８行目ですね、「公共施設全体の将来ビジョンの策定と庁

舎問題の解決」の取組みにつきまして、少しご報告をさせていただきます。まず本

市の状況でありますが、高度経済成長期にですね、たくさんの公共施設を作りまし

た。学校、保育園、学童保育、集会施設、福祉会館、もちろん庁舎もその一つであ

ります。そして、道路、橋、下水道などのインフラ整備、こういったものがこれか

ら一気に老朽化をしておりまして、一気に更新時期を迎えます。これは小金井市だ

けの問題ではなくて、全国的な課題でもあります。ちなみに小金井市の職員の方々

が、２年、３年ほど前に施設白書というものを作るときに試算をいたしますと、更

新すべきものをすべて対応するとすると、１４９７億円もの予算が必要になる、経

費がかかるという試算が出されています。もちろん、これは単純な試算です。国や

都の補助金が活用できるものもあります。しかし、約１５００億円にものぼる公共

施設の老朽化対策を、すべてを限られた期間で実施をするのは、私の中では不可能

だと思っております。無尽蔵に借金をすることができれば、許されるのかもしれま

せんが、そういうわけにはまいりません。したがいまして、これから、公共施設の

管理総合計画という基本方針を定めさせていただきましたけれども、この小金井市

の公共施設マネジメントの方針に基づいて、公共施設の老朽化対策に取り組んでい

くことになります。それ以外にも個別の計画というものを定めてまいりますが、ま

ず私としては、たとえば下水道などの管の交換に関しては、長期的な視点に立ち、

なるべく平準化をしながら。そして、公共施設の利用料などの受益者負担という原

則に基づいて、過度なご負担になって、急激な痛みが出ないように、どのような知

恵を出して、工夫をして、この一気にくる更新期に対応していくのかということに、

今、向き合っています。その中で、優先すべきこととして、まず三つあげさせてい

ただきます。一つは庁舎であります。二つ目が福祉会館であります。三つ目は不燃

系の清掃関連施設でございます。庁舎に関しましては、平成３３年度竣工目標とい

うことで、財源見通し、長期的財政スケジュール、そして工程表、ロードマップ、

こういったものをお示しをさせていただきました。また、福祉会館につきましては、

この間、市民説明会を二度ほど開催させていただきましたけれども、同じく３３年

度竣工目標。そして、またこれは、庁内での検討結果でありますけれども、最終決
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定ではありませんけれども、福祉会館も蛇の目の跡地に建設をすることが、最も有

力な候補地ということでお示しをさせていただきました。その理由でありますけれ

ども、福祉会館は、蛇の目の跡地ならば、市域のほぼ中央にあり、どの地域からも

行きやすい場所にあります。二つ目が、福祉会館を利用する方々は、障がいをお持

ちの方もいらっしゃいます。高齢者の方も多い。車、自転車、そういった公共交通

機関だけではない独自の交通手法によっておこしになる方も多く、蛇の目の跡地な

らば、一定の駐車場が確保できるというような場所であること。１１０００平米ご

ざいます。そして三点目が、いざ災害が発生したときには、市役所は災害対策本部

が設置をされます。そして、福祉会館には、社会福祉協議会の方々が中心の存在と

して担われるわけですけれども。社協にも災害対策ボランティアの方々を中心とす

る災害対策ボランティア本部が設置をされますので、やはり、庁舎と福祉会館が、

一体であるか、近くにあるかは別にしても、同じ敷地内にあるということは、非常

に利点があるということです。そして四点目が、福祉会館を利用する方々は、市の

さまざまな、市役所の窓口を利用する方が多い。そしていろんな相談事項の業務が

これから増えてくると思います。そうしますと、福祉会館と市役所庁舎というのは、

同じ敷地内にあったほうが、非常に、市民の方々にとっても、使いやすく、便利で

ある。こういう四つの理由から、庁内検討の結果、蛇の目の跡地を有力な候補地と

定めさせていただきました。なお、福祉会館につきましては、７月から市民検討委

員会を設置をさせていただきます。このたび、市民公募の選考も内部的には終わり

ました。７月１日以降ですね、設置される市民検討委員会の方々に、市の素案をお

示しをさせていただきまして、学識、市民、福祉団体代表、多くの幅広い関係者の

方々にお集まりをいただいて、ご議論いただくことになります。なお、すでに市民

説明会、あるいは市議会の方々には、さまざまな市民の方々からは、公民館本館の

機能を入れていただきたいという強い要望や、あるいは、福祉会館のことは分かっ

たけれども、それまでの間、約４年間、代替施設が必要ではないか。福祉会館が閉

鎖をして大変困っている。代替施設を作るべきだというご意見をいただいているこ

とは十分承知をいたしております。なお、庁舎につきましては、本庁舎の老朽化、

もう築５２年を迎えております。そして、本庁舎、第２庁舎、本町暫定、そして貫

井北町の健康課、あるいは貫井北町の文書倉庫などなど、小金井市の庁舎機能は大
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変分散化をしている大きな課題があります。また、第２庁舎につきましては、もう

２３年目を迎えております。財政的な課題にも対応しなければいけません。そうい

う意味で私は庁舎の建設というものは、避けて通れない大きな課題というふうに認

識をし、取り組ませていただいております。今日はこの件に関するご質問もたくさ

んあろうかと思いますが、新庁舎、新福祉会館、そして不燃系の清掃関連施設、こ

の三つを大きな課題と、まず優先的な、最優先の、急がれる課題として取り組んで

おります。もちろん、その他の公共施設の将来ビジョンにつきましても、各部課を

中心に公共施設の管理総合計画に基づいて、今、いろいろな議論がスタートしてい

るところでありますし、下水道などはすでに市民検討委員会を立ち上げさせていた

だきまして、審議会の中で、迎え来る古い管の付け替え、更新、リプレイス、こう

いったことに対応する議論をさせていただいております。なお、清掃関連施設につ

きましては、可燃系のごみにつきましては、平成３２年から稼動する、日野、国分

寺、小金井、浅川清流環境組合の円滑な稼動が何よりも大事でございますけれども、

不燃系につきましては、今、蛇の目の跡地で行っている、カン、ペット。それから

貫井北町で行っている、粗大ごみの関係、プラスチックの関係。不燃系のごみの老

朽化も大きな課題でございまして、特に、貫井北町で稼動している粗大ごみの粉砕

施設などは、これから急がれる老朽化対策ということでございます。今後、私とい

たしましては、二枚橋の跡地、北側部分。それから、今、稼動している、貫井北町

の中間処理場。この二つを候補地といたしまして、今、市民協議会、地元協議会を

開催し、さまざまな議論をさせていただいてございます。この件につきましては、

丁寧に、地元の方々が存在しているわけでございますので、近隣の、地元の方々の

ご理解を得られるように、丁寧に議論を進めさせていただきたいと考えております。

なお、ちょっと話は戻って申し訳ないのですが、庁舎建設につきましては、そして

福祉会館につきましても、これは小金井市にとりましては大変大きな事業になりま

す。浅川清流環境組合も三市で約２６４億円という大変大きな事業でありますけれ

ども、庁舎と福祉会館だけでも、試算では、８０億円近くになる大変大きな事業で

あり、小金井市としては、庁舎建設はもう５０数年ぶりになります。大変大きな事

業でありますから、コスト意識というものが大事であり、工期、工費につきまして

は、コスト意識を持って、なるべく早期に、そして、経費につきましても、過度な、
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華美にならぬよう、その意識を持って、がんばってまいりたいと思っております。

私といたしましては、どんな庁舎を建てたいんだという意見もよく聞かれるんです

けれども、私が大切にしているのは、シンプル、長持ち、頑丈、プラス小金井らし

さ、華美なものなどはまったく想定してございません。シンプル、長持ち、頑丈、

市民の方々にとって使いやすい、そして、長持ち、そして地震にも強い、そういう

視点を持って取り組んでまいります。なお、今まで行っていなかった測量が終わり

ました。庁舎建設予定地。それから今、地歴調査を初めて行っております。なお、

今年度に関しましては、専門的知見がどうしても必要になります。技術的支援がど

うしても必要になってまいります。蛇の目の跡地をどのように、有効に、あの土地

を活用するか、そういった視点を持って、議論をする必要がございますので、専門

家の方々の、知恵をいただく必要がありますので、今、建設調査委託業務というこ

とで、建築、設計に、特に、庁舎問題、公共施設に知見のある方々のご支援をいた

だく。そして執務環境調査というものを行わせていただきます。この二つの分野に

つきましては、プロポーザルでの公募を行わせていただきまして、申し込みが終了

しておりまして、その選考に入るところでございます。この一年間は、市役所、議

会の皆様、市民の皆様、そして専門家の方々の英知を結集して、平成４年に蛇の目

の跡地を購入してから、もう２６年目を迎えております、なんとしても、この庁舎

の問題は、先送りをせずに、しっかり解決できるように、一生懸命取り組んでまい

りたいと考えております。 

  続きまして、３ページ目の下のほうは、「駅周辺のまちづくり」について、書か

せていただいております。今、小金井は、まちづくりは第二段階に入っております。

駅周辺。第一段階は、ＪＲ中央線の高架化、そして武蔵小金井駅の南口の第１地区

の再開発でございます。こちらは平成２３年、２４年に終わりました。宮地楽器ホ

ールも、おかげさまで５周年を迎えたところであります。第二段階に関しましては、

武蔵小金井駅の南口の第２地区の再開発事業。そして、東小金井駅北口の区画整理

事業。これが第二段階だと、私はとらえております。東小金井駅の北口の区画整理

事業に関しましては、進捗率が今年度は７０％に達する見込みであります。なお、

北口のロータリーに関しましては、これまでの６倍の広さとなって、すでにその原

形は、共用を３月３１日に開始をさせていただきました。これから、上屋根がつい
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たり、さまざまな取組みが行われてまいります。今、一番、工事が活発に行われて

おりまして、私も、しょっちゅう東小金井駅の北口には、行くわけでありますけれ

ども、行くたびにガードレールの位置が変わったり、いろいろめまぐるしく展開し

ておりまして、市民の皆様方には大変ご迷惑をおかけいたしております。申し訳な

いと思っておりますけれども、３１年度の完成に向けまして、今、精一杯取り組ん

でいるところでございます。なお、武蔵小金井駅の南口の第２地区の再開発につき

ましては、１月の１６日に、小池都知事から権利変換計画の認可をいただきました。

これをもって事業化がいよいよスタートしまして、解体工事が進んでおります。解

体が非常に速くてですね、毎日見ているわけですけれども、あとはもう、戸建て住

宅がもう１件あるのみ、というような状況でございます。また、今、この解体工事

に伴いまして、遺跡調査がですね、行われておりまして、だいぶ注目をされている

ようであります。小金井市の場合は３万５千年前の石槍などが出てくるということ

で、国分寺崖線と多摩川がつながっていたのが１０万年前と言われておりますが。

なお、私、考古学の専門家ではないのが残念ですけれども、考古学の方々からは、

大変関心を持たれているようであります。 

  そして、次、４ページ目以降からですね、少し個別の政策に入ってまいります。

あと１０分くらいでは必ず終わるようにします。まず、４ページ目から具体的な政

策に入ります。「子育て環境日本一の小金井」についてであります。私は、子育て

環境をよくするというのは、小金井市のまちの未来にとって一番大切な視点だとい

うふうに考えて、この間、取り組んでまいりました。無論、待機児解消さえすれば

いい、なんていうふうには思っておりません。保育の質もあるでしょうし、子育て

をするまちの総合力だと思っております。子育て環境日本一というのは、子ども達

にとっての、そして保護者の方々にとって、どういうまちが一番いいまちなのかっ

ていうことを議論する上で、このスローガンを掲げさせていただきました。私は、

まちの総合力、自然環境、地の利、医療、行政サービス、小学校、中学校の学校教

育、治安、もうたくさんの課題があろうかと思っております。防災対策もそうだと

思います。安心、安全という視点もとても大切です。また、切れ目のない子育て支

援というものも、大変重要だと思っております。子育て環境日本一をめざす上で、

これは、今、一生懸命取り組んでおりますが、小金井市のどういう部分が強みであ
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り、どういう部分が弱い、そして他の自治体に比べて至らない点なのか。そういっ

たところをしっかり見極めていくことも必要だと思っております。なお、まだまだ

小金井市の至らない点もあるのですが、５月１５日の市報こがねいを今日、持って

来ましたけれども、初めて小金井も、切れ目のない子育て支援を行う上で、これま

で行われていなかった、妊婦面接というものを６月１日から開催をすることになり

ました。だいたい妊婦さんは千少し、毎年いらっしゃるわけであります。全員を対

象にしながら、六つの地域で開催をさせていただきます。さまざまな悩みや不安が

あろうかと思っておりますので、早目早目に、さまざまな相談機関につなげていく

という目的もございます。こういった取組みを、まずはさせていただきます。なお、

待機児解消でありますけれども、残念ながら、２８年度１年間で、２２９名の保育

所定数を増やしました。認定子ども園の幼稚園部分を含めますと２６８名の定員増

を図りました。私が市長になってからは、２７、２８、２９と３ヵ年にまたがりま

すけれども、４００人近くの、保育園の定員を増やしました。しかしながら、これ

はもう、本当にお詫びをしなければいけませんけれども、昨年４月、１５４名であ

った待機児童数は、１５６名と、２名増えてしまう結果になりました。市議会から

も、第２回定例会で、大変厳しいご指摘があろうというふうに想定しております。

理由はたくさんありますが、もちろん行政の対応が行き届かなかった、もうこのこ

とに尽きると思っております。しかし、一方で、この、供給が需要を生んでいると

いいましょうか、私自身も正直申し上げて、衝撃を受けました。また、人口増とい

うものもあります。小金井は毎年、５００人平均くらいで、この１０年間、人口が

微増してきましたが、昨年１年間で１３００人もの人口が増えました。この人口の

増え方については、今、庁内でいろいろと分析をしておりますけれども、ファミリ

ー世帯の方々も大変多い。また、新たにご結婚されて、小金井市に住まれる方々も

多いと思っております。そういった方々が小金井を選んで住んできていただけてい

るということであれば、それはもう大変うれしいことです。これからは高齢化社会。

どんどん高齢化率が進み、生産年齢人口がどんどん減少していくのは、もう明らか

でありますので、生産年齢人口をつぐファミリー世代の方々が、小金井市に定着を

し、終の棲家にしていただく、そして小金井で育った方が、また小金井を選んでい

ただける、そういうよい循環をしなければいけないと思っておりますが、そのため
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にも、この子育て環境の充実には全力を尽くしてまいりたいと思っております。な

お、本年１０月１日から、もうすでに認可保育園の開設の準備が整いました。本町

３丁目に１００人規模の認可保育園を開設いたします。これは民間の方々に作って

いただきます。また、平成３０年の４月に向けましては、この１０月１日開設の保

育園を含めて、３５０名以上の定員増をめざしております。これは、なんとしても

達成してまいりたいと、このように思っております。少し駆け足で行きます。なお、

保育園の定数が増えているということで、連動して、学童保育の希望者も大変増え

ております。小金井市は全員入所というものを守ってきました。この伝統は私も守

ってまいりたいと考えておりますが、限界を超えておりまして、１．６５平米、１

人当たり、この面積を確保しなければ、子ども達はその施設に入れません。したが

いまして、もうすでに本町小学校があふれてしまいまして、居場所がなく、やむを

得ず、手当てができず、本町小学校の中のランチルームをお借りをして、二つの、

今、場所で、学童保育の事業を展開しております。このように、今、子ども達のク

ラスもですね、昔と違って、私の時代は１クラス４０人とか、４０以上いましたけ

れども、最近はもっと少ないわけでありまして、クラスはどんどん増えます。第三

小学校も、今年は１年生だけで５クラスでスタートという状況になっております。

そういう状況の中で、これから、学童保育の大規模化というものにも対応しなけれ

ばいけないと考えております。 

  続きまして、５ページ目のほうには、健康や福祉のことについて書かせていただ

いております。高齢者施策につきましては、やはり認知症対策、それから地域包括

ケアシステム、介護の問題というものが大きな課題であります。また、元気な方々

も大変多いわけでありますので、介護の必要な方、そして元気な高齢者の方々、両

面しっかり見ながら、三師会の方々や、事業者の方々、地域の方々と、連携をしな

がら取組みを進めているところであります。なお、特別養護老人ホームの待機者の

課題があります。小金井市は３１２名の待機者がいらっしゃいまして、特別養護老

人ホームの増設という問題に、ずっと、そういった課題を抱えてきました。今から、

１５年くらい前でしょうか、つきみの園。農工大のほうにあります、つきみの園を

最後に、特別養護老人ホームは開設されておりません。しかしながら幸いに、貫井

北町、国家公務員住宅跡地に、民間事業者の方々に、３０年５月開設で、久しぶり



16 

 

の特別養護老人ホームを開設していただけることになりました。ベット数は１５０

床以上準備されると聞いております。また、デイサービスも導入されます。また、

ありがたいことに、ここでは保育園。お仕事される方々の保育園を準備される。い

わゆる事業所内保育でございます。空きがあれば、地域の方々にも開放しますよと

いうふうに言っていただけておりますので、大変期待をしたいというふうに思って

おります。 

  続いては、障がい者施策であります。大変幅広く、奥の深いテーマでございます

が、障がい者施策でいいますと、これは市政ではありませんけれども、小金井市で

はとても大切な特別支援学校。東京都立特別支援学校の建て替えが、いよいよ今年

度で終了いたしまして、平成３０年の４月から新しい校舎で、特別支援学校がスタ

ートをします。この間、約４年間ですかね、西国分寺に仮移転をしておりましたけ

れども、いよいよ先生や生徒達が小金井に帰ってきてくれます。学校との連携、二

小、一中との連携を進めてまいりたいと考えております。また、障がい者差別解消

条例という小金井市の独自の条例の制定を、今、行っております。これは障がい者

差別解消法というものが施行されましたけれども、小金井市は今、独自条例をめざ

しておりまして、地域自立支援協議会の方々と小金井市役所が一体となって、今、

条例制定をしております。この間、障がい者シンポジウムでの意見交換会、また、

当事者の方々から声をいただくための意見交換会、３回にわたる意見交換会を開催

させていただきました。今年の秋に小金井らしい条例制定ができることをめざして

取り組んでおります。 

  ６ページ目でございます。これは駅周辺のまちづくりのことが書いておりますの

で、ちょっととばします。 

  ７ページ目。これも可燃ごみのこと、あるいは不燃系のごみのことを書いており

ますのでとばしますけれども、今年の４月から、ごみの収集体制を大きく変更させ

ていただきました。市民の皆様方には、曜日が変わる、あるいはいつも９時半くら

いには持って行っていただいていたのに、お昼になっても、まだ家の前に置かれた

ままだということで、この１ヶ月間近く、もうたくさんのお電話を、市役所に市民

の方々からお寄せをいただきました。ご迷惑をおかけいたしております。本当に申

し訳ございません。これは、先ほど申し上げました、第２ブロックでの可燃ごみの
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収集体制の変更に伴うものでありまして、少しずつ今、事業者の方々も、ルートが

変わりましたから、全部民間委託しているわけでありますけれども、事業者の方々

も一生懸命がんばって、皆様方のごみを収集していただいております。少しずつ改

善してきておりますので、ご理解いただければと思います。なお、今年度から新し

い取組みとして、７ページの上から８行目に書いておりますけれども、枝木、雑草、

落ち葉を戸別収集で、収集をさせていただくことになり、そして、この枝木、雑草、

落ち葉につきましては、すべてリサイクル処理をすることになりました。このこと

についても、たくさんのお問合せをいただいてございますので、担当とはですね、

改めて、もう１回市報こがねい、ホームページを使って、枝木、雑草、落ち葉の出

し方などについて、丁寧にご説明をする機会を早めに作らせていただきたいと思っ

ております。この枝木、雑草、落ち葉のリサイクルが始まったことによりまして、

かなり、新たなごみの減量につながっていくものと期待をしております。ぜひ、ご

理解いただければと思っております。 

また、若干ごみと離れますけれども、安心、安全にも関わりますが、ＬＥＤ街路

灯をですね、これから一気に工事を進めさせていただきます。８５００灯の街路灯

が、小金井市内にはございますが、すでに１５００灯はＬＥＤに換えていますが、

残りの７０００灯を今年の秋から４ヶ月間程度かけまして、すべて一気にＬＥＤに

変更させていただきます。これはＥＳＣＯ事業ということで、電気代がかなりうき

ます。そのういたお金で１０年間分の保守点検も含めた事業をすべて民間事業者の

方々に賄っていただくという事業でありまして、行財政改革につきましても、大き

な効果を発揮するものと期待をいたしております。また、ＬＥＤはＣＯ２も少なく、

消費電力も少なく、また、長寿命ということでもあります。また、照度も今までよ

り明るくなるということでございます。また、大きさもかなりコンパクトになりま

す。このＬＥＤ事業につきましては、秋からスタートさせていただきたいと考えて

おります。 

もう、時間になりました。お伝えしたいこともありますけれども、前回の報告会

で、やや私、しゃべりすぎて怒られましたので、ここでいったんきらせていただき

まして、質疑応答の時間にさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 
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○司会者 

  それでは、意見交換に移らせていただきます。これより着座にて進行させていた

だきます。 

  では、皆様からのご意見を伺いたいと思いますので、ご意見のある方は、マイク

をお持ちいたしますので、挙手をお願いします。ご意見ある方、いかがでしょうか。 

 

○市民Ａ 

  こんばんは、○○３丁目、駅の傍なんですけど、Ａと申します。１０月に、前回

いろいろお話させていただきました。今回、５月との一番の違いは、３月の市議選

があった。それを受けてのお話だと思いますけれども。市議選は、史上最低の投票

率だったと。それから、選管が、非常に票を数えるのに時間がかかって、各紙から

非常に非難を浴びたと思いますけれども。それから、公約の中に、ごみがまったく

なかったんですね。前回の市議選では、皆さん、候補者全部、トップにごみの公約

がありました。それで、考えてみると、先ほど市長のお話ありましたように、浅川

清流（環境）組合ができたので、これで一件落着ということで。沖浦議員にも伺っ

たんですけれども、腫れ物に触るような感じでこわいということで、皆さん、敬遠

されているんですが、まだ依然として、ごみ問題っていうのは、大きいと。これは

物理的に大きいとともに、もっと大きな、財政再建に直結する問題だと思います。

各論であとで、申し上げたいと思いますけれども。とかくごみについて、まず、繰

り返し、市長の見解を伺いたいと思います。 

 

○西岡市長 

  はい。ありがとうございます。まず、市議会議員選挙についてでございます。投

票率は高いに越したことはなく、投票率の向上というのは、行政の大切な使命だと

思っております。また、市政の関心のバロメーターでもあると思っております。私

自身の市長選挙のときも、決して高い投票率とは言えなかったと思っております。

市民の方々に市政に関心を持っていただけるようにするためにも、こういった対話

集会をきめ細かく開催してまいりたいと思っております。なお、市議会議員選挙、



19 

 

今年の市議会議員選挙から、初めて期日前投票所を１箇所増設させていただきまし

た。これまでは、ずっと第２庁舎の６階で行ってまいりましたけれども、東小金井

地域、東部地域の方々の利便性の向上、投票率の向上を図るために、マロンホール

というところで、初めて開催をさせていただきました。木曜日、金曜日の二日間で

ありましたけれども、期日前投票全体の１割くらいが、マロンホールから投票され

ておりましたので、それなりの効果はあったのかなと思っておりますし、私も木曜

日、自分の投票はもっと前に終わらせたんですけれども。木曜日、視察に行ってき

ましたら、東町界隈の方々からは、こういうのを作っていただいて本当によかった

です、というご意見をいただきました。まもなく東京都議会議員選挙が始まります。

同じくマロンホールで、木曜日、金曜日に実施をさせていただきます。なお、今後、

都議選が終わった、そのあとの選挙に関しましては、この二度の投票の状況なども、

しっかり分析をしながら、更なる向上、有権者の方々への利便性の向上、曜日の検

証、こういったことにも取り組んでいきたいと思っていますが。しかし選挙関係で

いいますと、どうしても選挙管理委員会の方々のご判断にもよるところなので、選

挙管理委員会の方々のご判断、ご意見もいただきながら、投票率の向上に努めてい

きたいと思っております。なお、確かに時間がかかりました。私も現場を見てます

し、報告も受けてますし、自分も投開票が終わるまで市長室のほうにおりました。

一つ一つ理由がありましてですね、これはおそらく、今度６月の２日から小金井市

議会定例会が始まりますと、市議会議員の皆様方からも、一般質問などで、たくさ

んのご質問、ご意見、ご要望、ご提言があろうかと思いますが。開票立会人制度と

いうのがありまして、選ばれた方がですね、開票立会人というのは投票が滞りなく

厳正に、公正に、公平に、しっかり行われているかどうかをチェックする人たちが、

開票所に入れるんです、中を見守りができるんですね。そして市議会議員選挙のと

きには、確か６名ですね、選ばれる方が。で、候補者を各陣営が、出したい人は、

立候補するんですね、で、６名以上ですと、抽選になります。今回も抽選になった

んだと思います。で、そのうちのお一方のですね、開票立会いのチェックがですね、

一枚一枚、こう、チェックができるようでありますが、その開票のチェックが非常

に丁寧であったというふうに報告を受けていまして、そのことも一つの、時間がか

かってしまった要因というふうに考えております。今後、市議会議員選挙で、開票
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で、実際に、事案として起きた現象を、どのように改善する方法があるのかですね、

選挙管理委員会のほうで議論していただきたいというふうに考えています。ホーム

ページでなかなか開票状況が更新されない、当落が見れない、ということで、たく

さんのご批判、クレームが市役所にあったことも十分承知しております。申し訳ご

ざいませんでした。 

  また、公約、市議会議員選挙のときに、あまりごみの公約がなかったけれども、

ごみ問題は、財政にも直結する大事な問題なので、市長の見解を問うということで

ございました。もう、ご指摘のとおりでありまして、もちろんごみ問題、ごみ処理

というものには、それなりの経費が必要になってまいります。見解ということであ

りますから、まず、可燃ごみの処理につきましては、本当に日野市の皆様方に、日

野市域内に処理施設を建設していただくということに関しましては、感謝をしなけ

ればいけません。それ以上に重たく受け止めなければいけないというふうに思って

おります。したがいまして、ごみの減量というのは、単に資源をいただいているか

らだけではなくて、資源循環社会をめざす上でも、とても大切だと思っております。

私自身は、小金井市はこのごみの問題で本当に厳しい１０年間でありました。これ

からも、まだまだ３年間支援をいただくことになりますけれども。ただ一方で、見

ようによっては、非常にピンチの状態が、ある意味チャンスにもなった、という見

方もあると思っております。そのことで市民の方々に多大なご理解とご協力をいた

だいたことで、ごみの減量というものが進んでいるのも事実なので、この流れを大

切にしていきたいというふうに思っております。なお、課題としては、大変政治的

な課題もありますけれども、先ほど申し上げましたように不燃系の清掃関連施設の

リプレイスがですね、非常に大切になってきます。ここで行われるリプレイスが、

当面、しばらく長い間、不燃系の処理施設になりますので、この枠組みをしっかり

と作っていけるようにしたいというふうに考えております。以上でございます。 

 

○市民Ｂ 

  ○町のＢと申します。最近の市政についてはわからないですけれども、そして、

これから私が聞くことは、これ（施政方針）にのってないことですけれども。この

間、北朝鮮からね、北朝鮮から、ミサイルか何か飛んで来そうになったときにふと
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考えて、小金井市に落ちるということもあり得ると思って、小金井市にどういう対

策があるんですかって電話をして聞いてみたらば、全然ないみたいなんですよね。

そして、じゃあ、なんていうんですか、総務省からお達しがこないかぎりはこちら

は動かないんだって言うんで、総務省に聞いてみたら総務省ではないと言われて、

結局、総務省の人がいろいろ探してくれた結果、内閣何ですか、官房なんとか庁っ

て、国民ポータルサイトっていうのがあるっていうことで、そこに行き着いたんで

すけれど、そんなに熱心に見たわけじゃないんですけど、見たらば、東京都ではこ

うするっていう指針があるみたいなんですよね。小冊子があったんで、それを、さ

っきちらっと見てたんですけど。でも、実際、小金井市で何か対策しているんでし

ょうかって言ったら、全然してないっていうか。たとえば、核兵器みたいなことを

されたときにどうするんでしょうって言ったら、全然そういう対策はしていないし、

要するに、国のほうから言ってこなければ、対策はしないっていうか、できないっ

ていうか。言ってきたら考えるけど、みたいなことを言われたんですよね。防災課

の人なのか、よくわからないですけど。それで、私は、私がこういうことを言って

も、日本の国民が、全体の中でどういうあれかわからないけど、なんか、日本って、

核シェルターの率が０．０２％か０．１％かそのくらいらしくて、スイスは、１０

０％っていうことらしいんですけどね。ついでに調べたら、家庭用の二人用くらい

で、５００万円くらいだということらしいんですけどね。それで私が考えたのは、

だったら、高架線にしないで地下鉄にしたらよかったんじゃないかとか思ったりし

たんですよね、中央線を。そうすれば、そこにみんなで逃げられるんじゃないかっ

て思ったりしたんですけど。それで、今度、たとえば福祉会館とかそういうのをや

るときに、そういうこともね、考えて、たとえば、必要じゃないかなって私は思う

んですけどもね。 

  それと、これとまったく別の話なんですけれども、手話をしてらっしゃるってい

うのは、ここで手話を必要とされている人がいらっしゃるんですか、今。いらっし

ゃるの。 

 

○西岡市長 

  お答えしますので、ご質問していただいて。 
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○市民Ｂ 

  この会場に手話を必要とされている人がいらっしゃるんですか。いらっしゃるん

ですか。 

 

○西岡市長 

  それはわからないですけれども。 

 

○市民Ｂ 

  わからないの。 

 

○西岡市長 

  常に準備をする、用意をする。そして、いつどなたが入ってこられてもいい体制

をつくるというのが、私達の使命だと思っておりますので、求めに応じて準備する

のではなくて。 

 

○市民Ｂ 

  なんか、もったいなくないですか。なんか、温泉のかけ流しみたいな感じで、も

ったいないんじゃないかって気がするんですけど。私にはちょっと。いつでも、ど

こでもやるっていう姿勢が大事なのか。もったいないんじゃないかっていうのが感

じるんですけどね。なんか予約制にするとか。そういうんじゃ、だめなんですかね。 

 

○西岡市長 

  以上ですか。わかりました。それでは、北朝鮮から発射されるミサイルあるいは

危惧される核兵器などについて、市の備えはどうなっているのか、市はどういう対

策をとっているのか、ということでございます。まず、一つは、国の防衛に関する

ことでありますから、迎撃ミサイルの配備でありますとか、国民保護に関すること

でありますとか、こういったものは、ご指摘のように、内閣、防衛省、総務省、外

務省、こういったところで国を中心として。また、東京都と国が連携をしながら、

都民の安心、安全を守るための取組みを行われていると理解をしております。なお、
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小金井市につきましても、直接の防衛対策、ミサイルの配備とかということはでき

ない、やっていないわけでありますけれども、ただ、Ｊアラートというですね、防

災行政無線を使った、いざ何か、有事が発生したときには、防災行政無線を活用す

ることになりますので、その準備、配備、整備ということは行わせていただいてお

ります。また、シェルターなどの準備につきましては、自治体としては行ってはお

りませんが、各市民の方々のご判断で、ご自宅などでそういったものを用意してい

る方が、いるかどうかわからないんですけれども、もしかしたら、小金井にもいら

っしゃるかもしれません。いずれにしましても、こういった、国の防衛あるいは有

事のことに関しましては、国、東京都、そして小金井市と、それぞれ役割分担を持

ちながら、対応していくことになると思いますが、私も小金井の市長でございます

ので、市民の安心、安全を守る、現場での対応が求められてくると思っております

ので、今いただいたご指摘は、重要な視点というふうに受け止めさせていただきた

いと思っております。 

  手話については、担当課長のほうから答弁させていただきます。 

 

○司会者 

  手話通訳についてのご質問でございます。こちら、事務的なお話として私のほう

から回答させていただきます。まず１点は、市長が申し上げたとおり、誰が必要な

のかがわからないという点がございます。で、それについては二つ理由がありまし

て、まずこの場に今現在そういったものを必要とされる方がいらっしゃるかどうか

確認できないというのが１点ございます。もう一つは、仮に今この場で必要な方が

いらっしゃらないにしても、この座談会自体が予約制ではございませんので、いつ

そういう方がいらっしゃるかわからないので、それに備えるというのがございます。

大きくもう一つございまして、障がいのない方に対しましても、手話というものを

広めたいという思いも事務方としてはございまして、そういう意味で、いるか、い

ないか、必要とされている方がいらっしゃるか、いらっしゃらないか、わからない

状況にありましても、常に手話通訳をしていただいているというような事情がござ

います。 
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○西岡市長 

  あわせてですね、今日は実は保育士さんも待機していただいております。 

 

○市民Ｂ 

  それも必要ないですよね。 

 

○西岡市長 

  保育に関してはですね、予約してくださいねというお話をしていますが、予約が

なかったとしても、保育士さんには来ていただきます。お子様を連れて来て、市長

との座談会があるから来て、そうしたら保育があるということで、今日来られる方

もいらっしゃるので、行政としては手話及び保育士さんにつきましては、より多く

の方々に来ていただける環境をつくるためにも、必要な判断というふうに考えてお

ります。以上でございます。 

 

○市民Ｂ 

  納得できないけど。 

 

○司会者 

  次の方にマイクをお渡しいたします。 

 

○市民Ｃ 

  ○○町のＣです。今日は、実質３名か４名ということで、非常に少ないなと思う

んですけど、それはなぜかということは、考えたほうがいいのかなということで、

市のホームページにイベントカレンダーってあるんですよね。で、それにこういう

会の、座談会っていうのをなぜ載せないのかなっていうんで、ホームページをいろ

いろ深掘りすれば、市長のところに今日の会のことあるんですけど、こういう重要

な会議については、他にも市民と協議っていうのがあるんですけれども、そういう

のに関してはぜひイベントカレンダーの中に載せるっていうことをしたほうがい

いのではないかなと、１つ目です。 
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  話は変わるんですけれども、２９年度の予算ということで３９９億ということな

んですが、その中で、人件費とか、日常のメンテナンスを除いた、投資に使える金

額っていうのが、だいたいいくらくらいなのかっていうことと、その金額って、た

ぶん地方債なんかも、借入金も含んだ金額かと思うんですけれども、それがいくら

くらいか。税収が、純粋な税収がいくらくらいっていうのが知りたいのと、今度建

設する市庁舎及び福祉会館っていうのは、ほとんど地方債でなってるんではないか

なと思うんですが、そこらを含めて、借金、借金って予算を組んでて、将来どうす

るんですかっていうのが、一つのくくりとして二つ目聞きたいっていうことです。 

  それにあわせて、福祉会館の撤去の時期っていつなんですかっていうことも含め

て、いろいろ施策をあげるのはいいんですけれども、お金はどうするんですかって

いうことを含めて財政の話を具体的に、いくら税収が余っているんで、余っている

っていうか余裕があるんでこれを投資します、とかいうことで教えていただきたい

と思います。 

 

○西岡市長 

  はい、ありがとうございます。まず、市民と市長の座談会。もっとＰＲをしたほ

うがいいのではないかというご提言、ご提案です。承ります。ありがとうございま

す。 

 

○司会者 

  イベントカレンダーの件につきましては、事務方のほうで答弁をさせていただき

ます。こちらですね、私も今、ご指摘を受けて確認したんですけれども、確かに載

っておりませんで、私どもとしては、ホームページ掲載のときにイベントカレンダ

ーのほうに掲載しておりまして、最初の時点では確認していたんですけれども。考

えられることといたしましては、５月に開催２回しておりまして、１回目が終わっ

た際に１回目のを落とす作業をしたんですね、２回目だけを周知するようなかたち

に。その際の手続の際に、もしかすると間違えて落としてしまった可能性がありま

す。で、そういった結果がこういうかたちにつながっているんだといたしますと、

反省すべきことかと思っておりますので。１１月も２回開催いたします。なので、
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１１月の１回目が終わって、２回目の周知をする際に同じようなミスがないように

気をつけたいと思います。ありがとうございました。 

 

○西岡市長 

  この市民と市長の座談会につきましては、ホームページ、ツイッター、市長の部

屋。市報こがねいは出てない。 

 

○司会者 

  載せてます。 

 

○西岡市長 

  市報こがねい、あとイベントカレンダー。あらゆる、行政が可能な限りのツール

を活用して周知をしてまいりたい、このように思っております。私もたくさんの

方々に来ていただけるように願っておりますので、努力をしてまいります。 

  続きまして、予算に関するご質問でございます。今日は細かな数字が、すいませ

ん、ご答弁できないので、案件によっては後日、ご対応させていただくこともある

かもしれません。まず、投資的経費がなんなのかということですけれども。投資的

経費というのは行政用語でいいますと、くくりがあります。新規の建設事業であっ

たり。投資的経費というものが多ければ、その自治体の財政の健全性にとって、一

つのバロメーターと言われている数字でありますが、今、ご指摘の投資的経費とい

うのは、いわゆる行政用語で言っているところの投資的経費ではないような感じが、

印象を持ちました。人件費以外の施策に使われているものとなりますと、相当な範

囲になるのかなと。また、特別会計の中にも、そういったものがありますので、ど

この部分が投資的経費にあたって、いくらくらいあるのかということにつきまして

は、このあと市民と市長の座談会が終わったあとにでも、どういう数字が必要にな

るのかお聞かせいただいて、後ほど資料というかたちで、お渡しさせていただけれ

ば大変ありがたいなと思っております。また、市庁舎と福祉会館の財源でございま

す。今のところ正式に決まったわけではありませんけれども、市庁舎につきまして

は、すべての経費で約６４億円と見越しております。福祉会館につきましては約１



27 

 

６億円というふうに積算をしてございます。で、うち庁舎建設基金というものがご

ざいます。これは多ければ多いほうが、当然、起債は起こさなくて済みますので、

今、私としてはこの庁舎建設基金を、目標２３億円と定めさせていただきました。

私が、市長に就任をしたときには、８億２千万円の庁舎建設基金がございましたが、

１年間で８億円積み増しをさせていただきました。ただし、今回、ここで測量、地

歴調査、建設調査委託業務、執務環境調査委託業務、これで２千数百万円の支出を

しておりますから、今は庁舎建設基金は、１５億９千９百万円くらいだと思います。

そして、この庁舎建設基金は、財政調整基金、庁舎建設基金、それから環境基金、

財政調整基金というのは将来の備え、いわゆる、自治体の貯金です。そして、庁舎

建設基金。それから環境基金、これはごみです。この三つが非常に重要だと思って

おりますが、バランスよく、将来のことにも目配せをしながら。私は、あるお金を

その年度でぱっと使い切るという発想ではなくて、将来のことを考えながら適切に

基金に積み増しをしていくということを努力して、意識しております。それから、

残された部分につきましては、起債ということになります。それから、福祉会館に

つきましては、基金がございます。福祉の関係の基金がございます。ここに、数年

前に、福祉会館建設に役立ててほしいという意味も込めて、３億円のご寄付を市民

の方からいただいた経過がございます。これを基金として積んであります。この貴

重な、貴重なご寄付を福祉会館の建設に有効に役立てていきたいと思っておりまし

て、残りは、今の段階では起債ということで想定しております。なお、市の財政全

体に、もちろん責任を持っているわけでありますので、昨年の第１回定例会のとき

に、今まで小金井市がつくったことがない、今後１０年間の財政見通しというもの

を資料として作成をさせていただきました。今日はすいません、持ってきていれば

お渡しができたんですけれども、こちらも追ってお渡しをさせていただきますが、

そちらをぜひご参照いただきたいと思いますが。このまま、何の事業も行わなけれ

ば、毎年２０数億円ずつ市の借金は減っていきます。今２６０億円くらいです。で、

このままいきますと、あと１０年くらい、１０年以内にかなり起債は減っていき、

１００億円を切る、起債残高ですね、１００億円を切るだんになりますが、しかし、

すでにやらなければいけない、起債をおこしてなければいけない事業がございます

ので、この起債残高をなるべく平準化させていきたいというふうに思っております。
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それはだいたいどれくらいの水準がいいのか、ここは、その自治体の財政状況にも

よるところでありますけれども。今、小金井市は２６０億円くらいの起債残高を持

っております。したがいまして、これから起こる庁舎、福祉会館、清掃関連施設、

そして向かえくる公共施設の老朽化。また、それだけではなく、増大する社会補償、

こういったものにも向き合っていかなければいけませんので、私としては、なるべ

く起債が平準化するような、起債の組み方というのが、大事だなと思っております

が。今の規模よりも落としていきたいと思っております。そして、この公共施設と

いうのは、世代間の負担、世代間の公平性という観点もありまして。庁舎というも

のは、長く使うものであります。清掃関連施設も長く使うものになりますので、後

の世代の方々にも、一定、多少なりともご負担をいただくということも想定しなが

ら、起債を効率よく組まなければいけない。ただ、もちろん、お金があるに越した

ことはありません。庁舎もですね、すべてを、６０億円を全部一気に清算すること

ができれば、それは一番理想なのかもしれませんが、小金井市は今、それができま

せん。先ほど申し上げましたようにたくさんの政策に予算を投入しなければいけま

せんので、起債というものを、やはり活用させていただくことになります。しかし、

その起債の規模が過度に増えてしまって、将来の孫の代、その下の代にものすごい

借金を背負わせることにはならないと、やってはいけないと思っておりますから、

財政に責任を持つという立場で、将来の起債動向をしっかりと見極めながら、起債

の活用を図っていくということになろうかと思っております。 

  それから、福祉会館の撤去がいつなのかということでありますが、まず、福祉会

館の解体工事がスタートいたしました。今年中には福祉会館の解体作業が終わる見

通しであります。しかし、大変古く、また、連雀通り以外の面、東西南は住宅と極

めて密接に、隣り合わせになっています。ですから、解体作業がですね、非常に技

術が要りますし、また、地下構造がありますので、かなりそこは、通常の建物、戸

建て住宅を倒す、解体するよりは、もう少し時間がかかるというか、技術も必要だ

というふうに聞いております。先日、この解体事業者の方とお目にかかれる機会が

ありましたので、市民の方々への安全を何よりも優先にして解体工事に着手してく

ださいということは、私からも事業者の方にはお願いをさせていただきました。で、

福祉会館の解体工事には、１億６千万円の予算を投入しております。以上です。 
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○司会者 

  もし、今の質問に関して足りない部分、追って確認必要な部分ありましたら、帰

りにご連絡先と、それと回答必要な部分の確認等させていただきたいと思いますの

でいかがでしょうか。 

 

○市民Ｃ 

  ９時までいれないんで。 

 

○西岡市長 

  それでは、投資的経費というのはですね、だいたい予算の規模の何％かというこ

とがよく出されるんですけれども。 

 

○市民Ｃ 

  今の話で、私の理解だと、何もしなければ２６億円、毎年２０億くらい返せます

よということは、２６億円はフリーに使えるキャッシュっていう考えでいいんです

か。ざっくりですけど。それに地方債を借りて、プラスいくらになるかわかりませ

んけど。っていう考えでいいんですか。それなら、それでいいんですけど。 

 

○西岡市長 

  減少していくということは、当然、その返済も行われているということでありま

すから、その分、市の財政からは当然持ち出しが出ていくんですね。しかし、起債

残高は減っていくということになります。 

 

○市民Ｃ 

  だから、２６億円、起債残高が減るっていうことは、２６億円のフリーのキャッ

シュがありますよっていうふうな、逆の見方をすればなるのかなと。 

 

○西岡市長 
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  非常に専門的なことになるんですけれども、臨時財政対策債っていうものをです

ね、小金井市はずっと発行していたんですけれども、これを発行しなくてもいい状

況になりました。小金井市は、国の交付税をですね、不交付団体になったんですね。

財政基準がですね、１を下回らない場合は不交付団体、国からの特別な補助がこな

い団体。ある意味、実は不交付団体になるということは、財政的にはいいとは言い

ません、決して。ただ、国の基準は超えているということになるので。その臨時財

政対策債というものを発行しなくなったっていうことも、起債が増えなくなった一

つの要因になっているというふうに思っております。その分自由なキャッシュがで

きたのかという理解ではないです。返済する金額が毎年あるわけです。毎年毎年い

ろんな、再開発事業ですとか、宮地楽器ホールですとか、学校ですとか、最近で作

ったのは、宮地楽器ホール、第２地区。起債にはいろんなものがあります。あと、

ＪＲ中央線の高架化、これも９５億円の起債を２０年間組んでますね。いろいろな

ものの借金を返済していきます。で、新たに借金を増やさなければ、その謝金がど

んどんどんどん返済が終わっていき、２６０億円くらいの起債がですね、毎年２０

億円ずつくらい減少していくということを申し上げさせていただきました。それは

資料をお渡しさせていただきたいと思います。第１回定例会のときに出した、長期

的財政見通しといいまして、今後の小金井市の起債残高の動向という資料がありま

して、こちらをお渡しさせていただきたいと思っております。 

 

○市民Ｃ 

  それは、ちなみにその、余分な支出が減らしているという理解でいいんですか。 

 

○西岡市長 

  とは違いますね。 

 

○市民Ｃ 

  とは違う。 

 

○西岡市長 
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  借金の返済がどんどん終わっていくということであります。償還年度がくるとい

うことですね。起債によっては５年のもの１０年のものといっぱいあるわけですね、

いろいろなものが積み重なった２６０億なんで、どんどん返済が終わっていくとい

うことです。 

 

○市民Ｃ 

  じゃあ、今は返済が終わっているタイミングなんですか。 

 

○西岡市長 

  いろんなものがまたがっています。 

 

○市民Ｃ 

  だから、複雑だから一概には言えないんですよね。 

 

○西岡市長 

  はい。ただ、高架線とか南口の第１地区の再開発事業というのは、それなりの起

債にはなっております。 

 

○市民Ｃ 

  ちょっと話はずれるかもしれないけれど、財政が厳しくなって、国民健康保険の

料率が上がったじゃないですか。そういうところにしわ寄せがくるってことは、あ

とあとになって関係してくることに、健康保険料が上がるというのは、いろいろ市

民サービスが落ちるというのも苦しいところだなっていうんで、そういう、高齢者

対策っていうのもお願いしたいなっていうことで、例えば、一人暮らしをしている

ならば、ちょっと話ずれちゃいますけどね、連絡すればすぐにつながるようにネッ

トワークをつくるとか、そういうのがこういう文章（市政方針）の中に。子育てっ

ていうのは入っているけど、高齢者っていうのはどうでもいいような。なんかあお

りをくっちゃってるけど。これから私は高齢者になるんで、ちょっとそっちのほう

もね、お願いしたいなっていうことで財政の話を持ち出したんですけど。 
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○西岡市長 

  はい。わかりました。印象としては、そういう印象も持たれるかと思いますけれ

ども、高齢者対策をゆるめたり、抑制したりしてるつもりでは、まったくありませ

ん。地域包括ケアシステムづくりということで、今、医師会、歯科医師会、薬剤師

会、事業者の方々と力をあわせて、自分らしく地域で生きていける、そういうまち

をめざしていきたいと思っています。先日、私は、日常的によくいろんな施設に訪

問したり、視察をしておりますけれども、ある老人施設の施設長にこういうふうに

言われました。西岡さん、ちょっと部屋に来てくださいって言われて、そこに行く

と、いろんな方が生活をしています。で、カーテンで仕切られて４人の方が一つの

部屋で、高齢者の方が毎日生活をしています。で、その施設長に言われたのは、西

岡さん、こういうところで一生を終えたいですかと。そうじゃないですよねと。や

っぱり自分のふるさととか、自分の自宅とか、家族と一緒に人生の最後は全うした

いはずですよねと。ですから市長、施設さえ作ればいい、特別老人ホームの入所環

境さえ整えればいいなんて単純に思わないでくださいねと。一人でも二人でも自宅

に帰れる、そういう地域を作ってくださいねと。こういうことを言われました。こ

れはとても大切なメッセージとして受け止めております。特に今、認知症対策がで

すね、非常に重要なので、おっしゃるように、なるべく健康寿命を延ばして、医療

費の抑制に努めるということも大切な視点なので、健康診断、がん検診、予防、そ

れから最近口腔衛生、歯の健康、口の健康もその人の健康にとって非常に重要なも

のであるというご指摘もいただいておりますので、予防、検診、こういったものに

も力を入れていきたいと思っております。特に歯科健診についてはですね、小金井

市は他市に比べますと、若干弱いというふうに言われていますが。平成２９年度は、

小金井市の場合、歯科健診というのはですね、３５歳から５歳刻みで８０歳まで無

料で健診ができることになっているのですが、他の自治体ですと２０歳から８０歳

までできるとかですね、非常に充実している自治体もございます。また大変、半歩

なんですけれども、平成２９年度からは、３５歳からだった健診を３０歳、５歳引

き下げをしました。一刻も早く健康に関心を持ってもらえるような取組みをしたい

というふうに思っております。また、この高齢者対策はですね、元気な高齢者の方々
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も増える状況なので、介護ボランティア制度というものも導入しましたし、日本で

初めて小金井市ではサブスタッフ制度っていうのを導入しています。これはボラン

ティアの方にももっと一歩進んで、ボランティアの方々が一定期間、かなり密度の

濃い研修を行っていただいて、介護事業所でボランティアでヘルパーさんたちのお

手伝いをするというサブスタッフです。この制度を導入しておりまして、元気な方

は、仲間を支えに行くっていうことで、自分自身もいろんな勉強をしていただくと

いうこと。やっぱり最近小金井市では、力を入れているのはさくら体操というもの

に力を入れておりまして、私の母もここに来て、西の台に来て、通っているんです

が、結構きつい体操らしいんですけれども、とても体にいいそうです。結構きつい

というのがとても大事なようで、ちょっときついんですが、とてもいい体操をして

いるということでありました。 

  また、国民健康保険についてのご質問でございますけれども。まず、平成３０年

度からですね、国民健康保険の運営主体が大きく変わります。今までは市区町村が

保険者となりまして、特別会計のもと運営をしてきましたけれども、これから、都

道府県が国民健康保険の運営の主体に移行、制度改革が行われます。 

 

○市民Ｃ 

  ああ、３０年度。 

 

○西岡市長 

  はい、そうです。したがいまして、平成３０年度に、また、東京都全体の制度設

計に入りますので、そこでまた、保険料の調整が、制度設計が行われる可能性がご

ざいますので。 

 

○市民Ｃ 

  それは一律になるんですか。 

 

○西岡市長 

  一律に近くなる制度（後に訂正あり）だと思っています。で、この国民健康保険
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の制度が、東京都が保険者になったときに、小金井市民の方々の保険の利用料金や、

あるいは東京都全体の利用料金がどういう動向になるのか、ということに関しまし

ても、今お渡しできる資料をお渡しさせていただきたいと思っております。今日、

手元にないので、Ｃ様にお送りさせていただきたいと思います。 

 

○司会者 

  よろしいでしょうか。 

 

○市民Ｃ 

  最後に一つだけ。 

 

○司会者 

  はい。 

 

○市民Ｃ 

  最初、ツイッターの話で、忘れましたっておっしゃってくれて、最初載ってたな

と思って、なんで消えたんだろうって不思議に思ったんですが、イベントカレンダ

ーに載せたっていうのは、些細なことかもしれないけど、小金井市ではすごい大き

な一歩だなって、私は思っていて。ずいぶん市の方も変わってきたのかなって、私

個人的にですよ。個人的視点だから、いろいろ見方があるから一概には。たまに日

曜日に行くと、市役所の方の対応が、なんか一生懸命やっているなっていうのが伝

わってきて、なんか雰囲気が少し変わってきたのかなって思いました。 

 

○西岡市長 

  ありがとうございます。とてもうれしい、最後にお言葉をいただきました。日曜

日は、あまり知られていないんですが、年末年始、それから祝日以外はですね、日

曜日は９時から１時まで、窓口を開庁しています。ですから、平日お忙しい方も、

さまざまな届出などは、市役所に来て手続ができるようになっていますし、職員の

方々も一生懸命頑張っております。私も窓口で頑張っている職員の方やいろんな課
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の方々と職場協議というものを開催しております。全部の課と、１ヶ月に２回、去

年の４月からですね、職場協議といって、部長さんや副市長や、そういった方々は

入らず、若手の職員の方々と意見交換をやっています。月に２回なので、全部の課

と意見交換を終えるまでに２年半くらいかかると言われています。かなり多いので。

でも、コンスタントにやっています。そして継続していきます。そのときに常々申

し上げていることは、とにかく窓口をかかえている人には、わかりやすいことです

けれども、親切、丁寧、笑顔、これを旨として頑張りましょうということを呼びか

けております。ただ、毎日のように市役所には、市長へのメール、手紙、ファック

ス、電話、いろんな意見がきますし、対応が厳しいではないかとか、いろいろな意

見をいただいておりますが。ただ、いろんなご意見が来るんですが、そういう電話

とか、手紙とか、メール、来ますと必ず、私も、副市長も、そして担当する係も、

課も見ます。ですから、市民からどういう声が寄せられているかってことは把握し

てございます。したがいまして、Ｃ様のように少し変わってきた、頑張っているん

じゃないのっていう声は励みになるので。 

 

○市民Ｃ 

  日曜日は結構、利用者が多いし、非常に対応がすごい丁寧で、すごいなと思って、

びっくりしたんですけど。 

 

○西岡市長 

  本当にありがたいことです。今、全庁にその声を職員に聞いてもらいたいなと。

頑張ります。 

 

○司会者 

  はい、ありがとうございました。次の方。じゃあマイクを。 

 

○西岡市長 

  ちょっと訂正です。さっき国民健康保険が東京都全部が一律になると、私申し上

げましたけれども、ちょっとこれ撤回です。すいません。各市区町村、実情に応じ
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て制度設計されているので、東京都全部がオール一律という理解ではございません

ので、その辺は東京都と市区町村とがいろんな調整が入ってくると思われます。 

 

○市民Ｃ 

  じゃあ、あまり変わらない。 

 

○西岡市長 

  これは、まだこれからなので。すいません。 

 

○市民Ａ  

  冒頭の意見交換で、市議選について、選管の不手際、あるいは公約問題、ごみ問

題ということを、枕のつもりで申し上げたんですけど、もう少し具体論をやりたい

と思います。まず、二週間前に市長と事務局宛にメールで、座談会資料、復習と展

望試案というのを差し上げてありますけれども、全部で１１項目あると思うんです。

その中で、頭からずっと答えていただければ非常に幸いでございます。難しいとい

うことであれば、時間の制約もありますので、とばしていただいても結構かと思い

ます。で、その中で、特に強調したい問題が二つあります。一つは、ごみ問題で、

先ほど総論、まったく、いろんな、私も心強く思っております。で、今度は。具体

化する番でございますけれども、西岡市長がいなげやさんの店長とにっこり笑って、

お店の前で写っている写真、非常に広く市内で行き渡って、心強く思っております。

冒頭のごあいさつにありました、リサイクル協力店を増やすということで、去年が

８だったのが、今年１３までのびたと。で、これは、ほんの振り出しで、究極の目

的は、容器お返し大作戦を一刻も早く始める。それによって、リサイクルがどこに

でも順調にはかどる。そういう、具体的には、日野市はすでにやっております。そ

ういうことに、すぐ踏み切ることだと思います。それで、ごく具体的なお話ですけ

れども、武蔵小金井の駅前に二つ大きなスーパーがあります。その二つの一つは、

ごみ箱を置いているんだけれども、それは市が供給したごみ箱。しかも、駐輪場の

中に、こじんまりとやっている。で、回収されたものを市が引き取っておりますと。

名前だけ協力店になっております。具体的には申し上げません。その隣には、ブラ
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ック企業でかなり有名になっている、昔、放火をされたものがあります。で、そこ

はまったく、ごみ問題に無関係だと。よく聞いてみると、市がやってくれるから、

我々はやらないというような判断をしております。で、ごみ対策課の見解としては、

これは、もう少し待ってくれということで、半年間、協力店化の要請は立ち止まっ

ております。一つ具体的なお話を申し上げました。それからもう一つ、すぐにでき

ることは、新聞紙を集団回収してくださいと。で、これは本格的に、今年度動くだ

ろうと思いますけれども。小金井市は、新聞紙の集団回収に加えて、行政回収、週

にいっぺんやっています。で、行政回収をまったくやらない２３区内の区はたくさ

んあります。それから、日野市は一回です。月一回に対して、小金井市は毎週やっ

ている。それから、国分寺は隔週。二週間にいっぺんやっています。その結果、小

金井市は日野市よりも、一人当たりにすると、倍、古い新聞紙を回収しています。

で、行政が回収すると、ものすごく高くつきます。具体的には、キロ当たり３２円

と。それを、ずっと、やめて、やめてゼロにすると、約１億５千万円以上の年間経

費が浮いてくるということで、冒頭に申し上げた、財政再建に寄与します。そうい

うことについての、市長の見解を伺いたいと。それが、重要なことの一つです。 

  それから、もう一つは、ＰＤＣＡの確立ということが、いただいた施政方針、失

礼しました、財政改革プラン２０２０というところの、ちょっと見ていただきたい

んですけれども、開けた目次は、非常にすばらしいことがたくさん書いてあります。

１から５までこれが全部できたら、小金井市はすぐ優等生になると信じております。

その中に、７ページに、重点取組項目を最優先で進めるＰＤＣＡ（特にＣＡの強化）

とありますけれども、この７ページを見てみますと、具体的に何も書いてない。去

年も同じようなプランがありました。それで、これをぜひ具体化していただきたい。

で、どういうふうにするかというと、市民を巻き込んだ市政評価委員会。で、その

頭になる庁内の人を、市長から直接任命していただいて。そうすると、市長の頭と

片腕になる人と、例えば、副市長とか、あるいは企画財政部長とか、そういう方が

任命されて、その下で事務局を作ると。その事務局が、具体案を作ると。そういう

お考えがありますか。以上です。 

 

○西岡市長 
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  Ａ様からですね、市民と市長の座談会について、いろいろ提言、ご意見いただい

た資料は、ちゃんと目をとおしております。担当も読んでおります。ちょっと時間

の関係があるので、全部をすべて細かく丁寧に答弁できるかどうか、ちょっと自信

がありません、すいません。 

 

○市民Ａ 

  あとでも結構です。メールで回答いただければ幸いです。 

 

○西岡市長 

  回答をですね、実は、進行具合によってはできない可能性もあったので、回答案

みたいなものをですね、少し考えてあります。まず、ごみの関係ですね、具体論と

いうことで。リサイクル推進協力店の拡大は、今年度も、私は進めてまいります。

そして、ごみ減量推進委員の市民の皆さん方が、直接スーパーの方々と交渉してい

ただいている例も多々ございまして、とても感謝をいたしております。すでに１店

舗は、ご了解いただいていると聞いておりますので。さらにリサイクル推進協力店

を増やしていきたいというふうに思っております。それで、新聞紙の集団回収の関

係ですとか、古い新聞紙の回収ですとか、日野市の例などを挙げていただきました。

ありがとうございます。ごみの減量は、たしかにご指摘のように、処理費用の減少

にもつながる側面もございますので、財政再建にもつながる。しかし、リサイクル

してもらうための、何らかの経費がかかる場面もあるんですけれども。しかし、資

源循環社会をめざすという上では、とても大切な場面だと思っております。したが

いまして、ご提言いただいたような事例も含めて、先進的な取組みも含めて、引き

続き、小金井市のごみの減量には、鋭意取り組んでいきたいと思っておりまして、

今、庁内でも、担当職員はですね、日々、さらにどういう取組みが、小金井市には

できるだろうかということを、今、鋭意考えております。その大きな課題は生ごみ

です。生ごみの処理をどのように改善していけるのか。今までやってきた、堆肥に

して市民の方々に利用してもらう、これもとてもいい取組みだと思っております。

また、ご家庭でも、小金井市は５万円の補助を出して、家庭用生ごみ処理機の購入

費を助成しておりまして、たしか年間３００人くらいの方々に、毎年、導入してい
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ただいて、補助をさせていただいております。こういった取組みも、これからも続

けていかなければいけないというふうには考えております。ただ、補助の額につい

てはですね、これから、いろいろなご意見があるかも知れません。また、別なこと

にその分を、生ごみの別なことに、専用した新しい取組みにしたほうがいいんじゃ

ないか、というお声もあるかも知れません。いずれにしましても、小金井市のこの

ごみ問題というのは、けっして終わってはおりません。まずは、３２年４月、浅川

清流環境組合が確実に、円滑に稼動しなければいけません。そして３年間のご支援

をいただくことにもなります。さらなるごみの減量。資源循環社会の確立。そして、

冒頭申し上げましたように、不燃系の、小金井市域内でのリプレイスを、なんとし

てもこれを実現しなければいけません。中間処理場の機械も、それなりの年数が経

っております、もう２０年以上稼動し続けておりますので、中間処理場のリプレイ

ス。そして、蛇の目の跡地の中にある、缶、ペットの施設は、あれは暫定的な施設

でございますので、今後の大きな課題でございますが。しかし、清掃関連施設のリ

プレイス、再整備につきましては、地元住民の方々や近隣市民の方々など、多くの

方々のご理解をいただかなければいけないテーマでありますから、慎重に、丁寧に

進めていきたいと思っております。また、この清掃関連施設の再整備につきまして

も、財源のかかる、経費の当然伴う事業でありますので、そのことも念頭に入れな

がら、市政運営に取り組んでまいりたいと思っております。 

  続きまして、ＰＤＣＡサイクルの、行財政改革プラン２０２０の中で、具体案が

ないではないかということでございました。で、この行財政改革プラン２０２０は、

策定をさせていただきまして、処方箋、１１の処方箋というところにですね、かな

り具体的な取組みや年度も示させていただきました。で、これからさらに、今年度

中にアクションプランという、もう一段階掘り下げた計画書を、今、作る準備をし

ております。で、このアクションプランの中に、さらに詳細な取組みを例示してま

いります。いずれにいたしましても、この行財政改革プランというのは、計画をつ

くるのが目的ではなく、市民サービス向上のために、実践、実現をすることが何よ

りも大切だということを、私は職員の皆様方とよく話をさせていただいております。

しかし、言うは易し行うは難しでございまして、ここに書いている取組みが瞬時に

できれば、こんなにすばらしいことはないですが。 
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○市民Ａ 

  いつごろできるんですか。 

 

○西岡市長 

  アクションプランは今年度中に作ります。 

 

○市民Ａ 

  では、来年の３月まで。 

 

○西岡市長 

  そういうことですね。 

 

○市民Ａ 

  また１年遅れますね。 

 

○西岡市長 

  というわけではありません。平成２８年度は、行財政改革プランがまったくなか

った空白期間です。第３次行財政改革は、平成２７年度で終了しました。ですから、

私は二つのことに取り組んできました。一つは、計画がなくてもやらなくてはいけ

ないことは前倒ししてやる、ということでやってきました。もう一つは、この行財

政改革プラン２０２０を作り上げるということでございまして。今日は、あえてす

べては申し上げませんけれども、１次、２次、３次と、長年続いてきた行財政改革

の中で、できなかったこと、積み残されたこと、こういったことをこの１年間の中

で、かなり実現してきたことも事実であります。例えば、保育料の見直しでありま

すとか、その他さまざまな取組みに注力してきました。以上です。 

 

○市民Ａ 

  重ねてうかがいますけど、ＰＤＣＡのプランを前倒しで、今年度中にスタートす
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るとか、そういうことは無理でしょうか。 

 

○西岡市長 

  できるものについてはやっていきますし、ＰＤＣＡプランというのは、掲げたも

のだけやればいいというものではないと思っています。もう日常の業務の中に、し

っかりと植えつけられるということが目標だと、私としては考えておりますので、

できるところから、どんどん手を付けていきたいと思っておりますが、この行財政

改革プランについて申し上げれば、このＰＤＣＡサイクルの考え方、特に、検証と

改善するというところに、今まで小金井市は弱さがあった、という自己分析をして

ございますし、市民団体、市民会議の方々からも、そういうご指摘をいただいてき

ましたので、検証と改善、ここにしっかり力を入れて取り組んでいきたいと、この

ように思っております。 

 

○司会者 

  よろしいでしょうか。他にご意見等ございますでしょうか。終了時間迫っており

ますので、あとお一人の方で終わらせていただきたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

  市長のほうから何かありますか。 

 

○西岡市長 

  ないです。はい。 

 

○司会者 

  もし、特段ご意見等ございませんようでしたら、若干時間早いんですが、終了さ

せていただいてもよろしいでしょうか。 

 

○西岡市長 

  では、最後にごあいさつですね。 

  それでは、本日は、市民と市長の座談会に出席をしていただいた皆さん、ご意見、
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ご提言いただいた皆さん、ありがとうございました。いよいよ６月の２日から、市

議会議員選挙改選後、事実上初めての、一般質問などが行われる、政策についての

具体的な議論が行われる、第２回定例会が開会いたします。議会の皆様方とのさま

ざまな議論を通じまして、施政方針に掲げた政策の実現に向けて、そして私が目標

としている、誇りの持てる小金井、住み続けたいと願われる小金井、市民の力、地

域の力が活かされる小金井をめざして、一生懸命努力をしてまいりたいと思います

ので、今後ともどうぞよろしくお願いをいたします。ありがとうございました。 

 

○司会者 

  本日はお集まりいただきまして、数々のご意見いただきまして、ありがとうござ

いました。では、これで、平成２９年度第２回市民と市長の座談会を終了させてい

ただきます。本日はどうもありがとうございました。 

  今後の参考にいたしますので、アンケートへのご協力もよろしくお願いいたしま

す。 

   


